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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
無
症
状
や
発
症
前
の
感
染
者
か
ら
も
ス

テ
ル
ス
で
他
の
人
に
感
染
す
る
。
そ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
各
国
は

人
の「
移
動
の
自
由
」を
制
限
し
て
き
た
。
は
じ
ま
り
は
武
漢
の
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
だ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
や
欧
米
諸
国
は
、
感
染
流
行
地
域
か

ら
の
渡
航
制
限
に
踏
み
切
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

か
ら
二
年
。
世
界
各
国
で
、
国
内
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
国
境
で
は

厳
格
な
渡
航
制
限
と
い
う
「
移
動
の
自
由
」
を
制
限
す
る
施
策
が
続

い
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
は
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
展
し
、

人
の
移
動
を
緩
和
す
る
動
き
が
広
が
っ
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と

い
う
脅
威
の
出
現
に
よ
り
各
国
は
再
び
入
国
規
制
に
踏
み
切
っ
た
。

二
二
年
も
「
移
動
の
自
由
」
へ
の
制
限
は
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
一
一
月
二
九
日
、
外
国
人
の
入
国
に
つ
い
て
全

世
界
を
対
象
に
禁
止
、
日
本
人
な
ど
に
つ
い
て
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
検
出
さ
れ
た
国
か
ら
の
入
国
者
に
は
、
出
発
国
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
検
疫
所
が
指
定
す
る
施
設
で
の
隔
離
措
置
を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
世
論
は
こ
れ
を
、機
動
的
な
対
応
と
し
て
評
価
し
た
。
他
方
で
、

留
学
生
を
リ
モ
ー
ト
で
受
け
入
れ
て
き
た
大
学
な
ど
研
究
機
関
、
ビ

ジ
ネ
ス
往
来
や
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
再
び
制
約
が
か
か
っ
た

経
済
界
、
そ
し
て
年
末
年
始
の
帰
国
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
海
外
滞

在
者
か
ら
は
、
一
斉
に
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
日
本
政
府
の
水
際

対
策
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
内
で
の
評
価
が
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
て
お

り
、
分
断
は
構
造
化
し
て
い
る
。

「
水
際
対
策
」
と
は
何
か

　

も
と
も
と
「
水
際
対
策
」
と
い
う
の
は
感
染
症
対
策
に
お
け
る
正

式
な
呼
称
で
は
な
く
、
通
称
で
し
か
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
は

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

主
任
研
究
員

相
良
祥
之

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
不
可
分
な

「
人
の
移
動
」
に
試
練
を
突
き
つ
け
た
。

も
は
や
「
鎖
国
」
は
不
可
能
な
時
代
、

適
切
な
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
機
動
的
な
国
境
管
理
が
必
要
だ
。

さ
が
ら　

よ
し
ゆ
き　

国
連
・
外
務
省
・
民

間
企
業
勤
務
を
経
て
二
〇
二
〇
年
か
ら
現
職
。

研
究
分
野
は
国
際
公
共
政
策
、
健
康
危
機
管

理
、
経
済
安
全
保
障
、
国
際
紛
争
。
東
京
大

学
公
共
政
策
大
学
院
修
了
。
著
作
に
『
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会
調
査
・
検

証
報
告
書
』（
共
著
）
な
ど
。

コ
ロ
ナ
危
機
に
お
け
る

「
移
動
の
自
由
」
と
水
際
対
策
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五
月
雨
式
に
措
置
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、「
水
際
対
策
」

の
輪
郭
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
い
わ
ゆ
る
水

際
対
策
は
、
感
染
症
危
機
管
理
に
お
い
て
は
一
般
的
に
国
境
管
理

（border control
）
も
し
く
は
渡
航
措
置
（travel m

easures

）

と
し
て
実
施
さ
れ
る
施
策
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
、
海
外
で
流
行
す

る
新
興
・
再
興
感
染
症
の
国
内
へ
の
流
入
を
で
き
る
だ
け
防
ぎ
、
国

内
流
行
を
遅
ら
せ
、
体
制
整
備
の
た
め
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
に
あ
る
。

日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
は
、
入
国
制
限
（
上
陸
拒
否
）、
渡

航
中
止
勧
告
、
検
疫
の
強
化
（
検
査
や
停
留
等
）、
入
国
後
の
行
動

管
理
（
健
康
観
察
）、
査
証
の
制
限
な
ど
の
措
置
を
総
称
し
て
水
際

対
策
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

水
際
対
策
が
有
効
な
の
は
、
国
内
と
国
外
で
感
染
症
の
流
行
状
況

に
差
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
感
染
症
の
流
行
の
度
合
い
を
食
塩
水
の

濃
度
に
例
え
れ
ば
、
濃
い
食
塩
水
が
、
薄
い
食
塩
水
も
し
く
は
真
水

に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
感
染
拡
大

の
状
況
が
同
程
度
の
国
々
の
間
で
は
、
水
際
対
策
は
意
味
を
失
う
。

感
染
拡
大
の
状
況
が
近
い
―
―
す
な
わ
ち
感
染
が
す
で
に
広
く
流
行

し
て
し
ま
っ
た
―
―
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
で
人
の
往
来
を

再
開
し
や
す
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
同
じ
理
由
に
よ
り
、
欧

米
諸
国
は
当
初
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
し
た
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国

か
ら
の
入
国
を
制
限
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
制
限
を
解
除
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
が
各
国
に
対
し
渡
航
制
限
が
不
当
だ
と
指
摘
し
て
い
た

こ
と
に
加
え
、
欧
米
各
国
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
爆
発
が
起
き
て

し
ま
い
、
水
際
対
策
を
続
け
る
合
理
性
を
失
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
市
中
で
蔓
延
し
て
い
る
欧
米
と
、
感
染
流
行

の
程
度
が
桁
違
い
に
低
い
東
ア
ジ
ア
と
の
間
で
、
感
染
対
策
の
た
め

に
国
境
管
理
を
続
け
る
こ
と
に
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
。
主
要
国

の
流
行
状
況
を
比
較
す
る
た
め
、
人
口
一
〇
〇
万
人
当
た
り
の
コ

ロ
ナ
に
よ
る
累
積
の
死
者
数
を
見
て
み
よ
う
（
二
二
年
一
月
九
日

時
点
）。
Ｇ
７
で
多
い
方
か
ら
順
に
米
国
二
五
一
六
人
、
イ
タ
リ
ア

二
三
〇
三
人
、
英
国
二
二
〇
三
人
、
フ
ラ
ン
ス
一
八
六
一
人
、
ド
イ

ツ
一
三
五
九
人
、
カ
ナ
ダ
八
〇
九
人
と
続
い
て
、
日
本
は
一
四
六
人

で
あ
る
。
Ｇ
７
平
均
が
一
八
二
二
人
な
の
で
、
日
本
は
そ
の
一
〇
分

の
一
未
満
の
水
準
で
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
綱
渡
り
の
水
際
対
策
を
続

け
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月
に
は
渡
航
制
限
や
検
疫
強
化
の
遅
れ

に
よ
り
、欧
州
か
ら
の
感
染
流
入
を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
（『
コ

ロ
ナ
民
間
臨
調
報
告
書
』
第
九
章
「
国
境
管
理
」）。
当
時
、
検
疫
の

検
査
対
象
は
発
熱
な
ど
症
状
が
あ
る
人
に
限
ら
れ
、
無
症
候
感
染
者

は
検
疫
を
す
り
抜
け
国
内
に
流
入
し
て
し
ま
っ
た
。そ
の
反
省
か
ら
、

二
〇
年
一
二
月
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
変
異
株
（
ア
ル
フ
ァ
株
）
を
公

表
し
た
際
、日
本
政
府
は
わ
ず
か
一
週
間
で
原
則
と
し
て
全
て
の
国
・
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地
域
か
ら
の
新
規
入
国
を
一
時
停
止
し
、
検
疫
を
強
化
し
た
。
そ
の

後
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
東
京
大
会
）

で
は
、
選
手
お
よ
び
大
会
関
係
者
に
対
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
奨
励
す

る
と
と
も
に
出
発
前
の
検
査
陰
性
証
明
を
求
め
、
入
国
後
も
原
則
と

し
て
毎
日
、検
査
を
実
施
し
た
。
開
催
前
は
随
分
と
心
配
さ
れ
た
が
、

結
果
的
に
無
観
客
開
催
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
バ
ブ
ル
方
式
」
は

有
効
に
機
能
し
た
。
少
な
く
と
も
選
手
村
や
五
輪
会
場
の「
バ
ブ
ル
」

の
中
で
ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
ま
た
東
京
な
ど
開
催
都

市
で
オ
リ
パ
ラ
を
起
点
に
し
た
二
次
感
染
、
三
次
感
染
が
広
が
っ
た

事
実
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
東
京
大
会
の
成
果
と
教
訓

に
基
づ
き
、
中
国
は
北
京
冬
季
五
輪
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
評
価

　

岸
田
政
権
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
で
は
、
初
動
か
ら
厳
し
い
水
際

対
策
が
実
施
さ
れ
た
。一
年
前
の
ア
ル
フ
ァ
株
対
応
と
異
な
る
の
は
、

変
異
株
が
検
出
さ
れ
た
国
・
地
域
か
ら
の
入
国
者
を
自
主
隔
離
で
は

な
く
検
疫
所
が
指
定
す
る
宿
泊
施
設
に
待
機
（
停
留
）
さ
せ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
者
と
同
じ
機
内
の
乗
客
、
全
員
を
濃

厚
接
触
者
と
み
な
し
停
留
対
象
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
飛
行
機
の
機

内
は
換
気
が
よ
く
、
ま
た
座
席
が
壁
に
な
る
た
め
、
フ
ラ
イ
ト
中
に

感
染
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
国
際
線
で
あ
れ
ば

原
則
と
し
て
、
感
染
者
の
前
後
二
列
以
内
の
搭
乗
者
が
濃
厚
接
触
者

と
み
な
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
者
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
乗
客
で
あ
っ
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
の
乗
客
も
濃
厚
接
触
者
と
み
な
し
、
停
留
さ
せ
た
。

　

そ
の
結
果
、
検
疫
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
に

な
っ
た
。
検
疫
官
は
待
機
を
た
め
ら
う
入
国
者
の
説
得
に
追
わ
れ
、

ホ
テ
ル
と
バ
ス
の
確
保
に
奔
走
し
た
。
以
前
か
ら
国
会
で
も
停
留
対

象
者
を
拡
大
す
る
議
論
は
あ
っ
た
が
、
成
田
空
港
や
羽
田
空
港
な
ど

の
周
辺
に
宿
泊
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、

現
実
的
な
施
策
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
た
め
十
分

な
部
屋
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
、
最
初
か
ら
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
結
局
、
検
疫
だ
け
で
は
手
が
回
ら
ず
、
保
健
所
も
動
員
し
、

東
京
か
ら
離
れ
た
都
市
の
宿
泊
施
設
や
、
東
京
都
が
軽
症
者
向
け
に

確
保
し
て
い
た
宿
泊
療
養
施
設
も
か
き
集
め
て
対
応
し
た
。

　

結
果
的
に
、
検
疫
や
保
健
所
な
ど
現
場
の
努
力
も
あ
り
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
市
中
感
染
ま
で
一
ヵ
月
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

他
の
Ｇ
７
諸
国
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染

爆
発
が
生
じ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
水
際
対
策
と
し
て
の
成
果
は
一

定
程
度
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
明
け
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

国
内
で
も
猛
威
を
振
る
い
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
自
治
体
で
整
備
を
進

め
て
き
た
医
療
提
供
体
制
や
飲
め
る
治
療
薬
な
ど
の
備
え
を
、
実
際
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に
稼
働
さ
せ
ら
れ
る
か
、
こ
れ
か
ら
正
念
場
を
迎
え
る
。

リ
ス
ク
評
価
に
応
じ
た
機
動
的
な
強
化
と
緩
和

　

振
り
返
れ
ば
二
〇
二
〇
年
六
月
、
安
倍
首
相
（
当
時
）
は
記
者
会

見
に
お
い
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
深
化
し
た
世
界

に
あ
っ
て
、
現
在
の
鎖
国
状
態
を
続
け
る
こ
と
は
、
経
済
社
会
に
甚

大
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
…
…
と
り
わ
け
、
島
国
の
貿
易
立
国
、
日

本
に
と
っ
て
は
、
致
命
的
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
国
際
的
な
人
の

往
来
を
再
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
感
染
状

況
が
落
ち
着
い
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
、
豪
州
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
と
双
方
向
の
往
来
を
可
能
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び

レ
ジ
デ
ン
ス
ト
ラ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
第
三
波
に
よ
り

二
一
年
一
月
以
降
に
一
時
停
止
さ
れ
、
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
で
は
、
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら
連
日
、

官
邸
で
松
野
博
一
官
房
長
官
の
下
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
に
関

す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
水
際
の
状
況

が
官
邸
に
集
約
さ
れ
る
と
と
も
に
、
待
機
期
間
の
短
縮
な
ど
、
機
動

的
な
方
針
転
換
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
に
応
じ
て
、
ど
こ

ま
で
「
移
動
の
自
由
」
を
制
限
す
べ
き
か
、
そ
の
強
化
と
緩
和
の
両

面
に
お
い
て
、
機
動
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
感
染
制
御
は
重
要

だ
が
、
留
学
生
や
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
往
来
の
再

開
は
日
本
の
成
長
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の
目
玉

案
件
と
し
て
国
際
規
格
に
準
拠
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
ア
プ
リ
も

社
会
実
装
さ
れ
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
状
況
次
第
だ
が
、
レ
ジ
デ
ン

ス
ト
ラ
ッ
ク
と
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
再
起
動
は
一
案
で
あ
ろ
う
。

 

「
移
動
の
自
由
」
の
制
限
は
、
諸
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
民
主
主
義
国
が
「
移
動
の
自
由
」
を
尊
重
し
て

き
た
か
ら
こ
そ
社
会
実
装
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
上
市
し
た
独
ビ
オ
ン

テ
ッ
ク
の
共
同
創
業
者
で
あ
る
ウ
ー
ル
・
シ
ャ
ヒ
ン
と
オ
ズ
レ
ム
・

テ
ュ
レ
ジ
は
、
い
ず
れ
も
ト
ル
コ
か
ら
の
移
民
二
世
で
あ
る
。
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
基
盤
技
術
を
開
発
し
た
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
上
級
副
社

長
の
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
で
、
冷
戦
期
に
米
国

そ
し
て
ド
イ
ツ
に
移
住
し
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア
ル
バ
ー

ト
・
ブ
ー
ラ
は
ギ
リ
シ
ャ
出
身
で
あ
る
。先
端
研
究
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
国
境
は
な
い
。

　

今
年
中
に
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
か
見
通
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ

で
も
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」を
主
導
す
べ
き
日
本
が
、

国
境
管
理
と
い
う
難
問
に
向
き
合
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

だ
け
は
、
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
●




